
　本日は、例会としては 今年最後の例会
となりました。7月より始まった今年度
も半期が終わろうとしていますが、事業
的には、後半まだまだ続いて参りますの
で宜しくお願いします。

　先日、2月12日のIMの出席をお願いしましたが、
「IM」って何？というお話もありましたので、少しだけ
説明をいたします。いわゆる、インターシティ・ミー
ティングの頭文字で、近隣都市の複数のクラブが集まっ
て開かれるロータリーの会合で自由討論会であります。
決議や決定はなく、IMへの出席はメークアップともな
ります。
　この会合の目的は、会員相互の親睦と知識を広める
ことです。内容や形式は多岐にわたり、懇親会も開催さ
れます。今年度のテーマは「クラブから地区へ提案しよ
う！」となっており、その中でも当クラブは サブテーマ
として「地区とクラブの関係」これについて討論をして、
疑問点や改善策をまとめることとなっています。決し
て結果を求める会議ではありませんので、当クラブの論
客の皆様、どうぞ多くのご参加をお願いいたします。
　最後になりますが、先程、当クラブ最年長の安藤錬雄
会員のお話がありましたが、福島ロータリークラブは、
諸先輩方が長年にわたり苦労をされてつくり上げてき
たクラブであります。歴史と伝統、そして品格を守り続
けるには諸先輩方なしでは、今後も有り得ないと考えて
おります。現場のほうは 我々若い会員が汗を流してま
いりますので、末永く現役を続けていただきまして、今
後も叱咤激励をいただけますようお願いをしまして、会
長挨拶とします。

第18回会長挨拶 古俣　　猛 会長 開会点鐘	 古俣　猛 会長

ロータリーソング
「それでこそロータリー」
　ソングリーダー	 丹治正博 会員

「四つのテスト」唱和	 後藤忠久 会員

お客様並びに来訪ロータリアン紹介
米山功労者伝達
ロータリー財団表彰伝達
安藤錬雄 会員へ誕生祝い花束贈呈
会長あいさつ	 古俣　猛 会長

食事
幹事報告	 相良元章 副幹事

各委員会報告
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会

	 氏川守義 小委員長

◎本日のプログラム
閉会点鐘	 古俣　猛 会長

12月22日（木） 辰巳屋

「年忘れ家族会」
会費：会員・夫人・大人／ 3,000円　子供／無料
＊29日（木）は理事会承認休会（2回目）となりますので
　ご了承願います。

1月4日（水） 辰巳屋

市内クラブ合同新年例会　ホスト　福島南RC

1月5日（木） 祝日の週のため休会

1月12日（木） 祝日の週のため休会

1月19日（木） 辰巳屋

クラブ協議会　12：30 〜

＊下半期委員会活動について委員会毎に協議をして頂きます。
＊1月誕生祝い
1月理事会　   13：30 〜

1月26日（木） 辰巳屋

職業奉仕月間にちなんで
職業奉仕委員長スピーチ　後藤忠久 会員 
新会員スピーチ

　㈱サンライト代表取締役　吉田大樹 会員
　＊「友」1月号紹介　勢島 昇 会員

例 会 プ ロ グ ラ ム の ご 案 内

お 客 様 並 び に 来 訪 ロ ー タ リ ア ン 紹 介

●ビジター

窪田　明  様
（三島西ロータリークラブ　静岡県）　

会 長 あ い さ つ 例 会 次 第

【事務所】福島市栄町 5-1 ホテル辰巳屋 7F 　【例会日】木曜日 12：30
【TEL】024-524-1010【FAX】024-524-1011
【mail】f-rotary@guitar.ocn.ne.jp　info@f-rotary.com
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本 日 の プ ロ グ ラ ム

会員スピーチ

　　　　　日本銀行 福島支店　支店長

中尾根康宏 会員

　ただ今ご紹介いただきました日銀福島支店の中尾根
です。本日は、福島ロータリーの皆様方の前で、お話
しする機会を頂戴し、誠にありがとうございます。
　私は、昨年の 3 月に当地に参りまして、1 年 9 か月過
ぎたところです。真っ先にこの福島ロータリーに入会
させていただき、皆様のサポートにより、なんとか日
銀支店長の職務を遂行できております。改めて御礼申
し上げます。
　さて、日銀福島支店は、今から 120 年近く前の 19 世
紀の終わり、1899 年に、日本銀行の 8 番目の店舗とし
て設置されました。皆様ご存知と思いますが、東北で
は最初の店舗です。その頃の福島市は、全国有数の生
糸の生産・集積拠点として栄え、30 以上の銀行があっ
たそうです。しかし、景気があまりにもよく、資金需
要が預金残高を上回ったため、常に資金不足で、金利
も全国を上回っていたようです。このため、地元経済
界が熱心に日銀の誘致を行い、開設に結びついたとの
ことです。誘致祝いの花魁道中も実施されたとの記録
も残っています。それ以来、当地の方々に支えて頂き
ながら、戦争や震災も乗り越え、今日に至っているわ
けであります。まことに、日銀福島支店の歴史は、福
島とともにあります。ちなみに、私は、43 代目の支店
長に当たります。
　さて、前置きが長くなりましたが、本日のテーマに
移りたいと思います。資料をお配りしています。ちょ
うど昨日、日銀短観の 12 月調査を公表しました。今朝
の朝刊をご覧頂いた方も多いのではないかと思いま
す。福島の経済は、震災から 5 年余りが経過し、現在、
岐路に差し掛かっています。今が正念場かと思われま
す。今日は、そうした状況を短観の数字をご覧いただ
きながら、説明させていただきたいと思います。
　ご存知の方が多いと思いますが、短観という統計
は、日銀が 3 か月ごとに作成する企業に関する統計で
ありまして、企業経営者の方にアンケートにお答えい
ただき、それを集計したものです。対象の企業は全国
で1万1千社、福島で200社程度になります。できるだ
け産業構造を反映した形で企業を選定させていただい
ています。回答率はほぼ 100％です。皆様の中にも、調
査にご協力いただいている方がいらっしゃると思いま
す。具体的な企業名は非公表ですので、ここでは控え
ますが、改めて、日頃のご協力に感謝申し上げます。
　短観には、いろいろな調査項目があります。収益予
想や設備投資計画の数字を記入いただいて集計した

りしていますが、一番注目される数字が、「業況判断
DI」という数字です。DI は diffusion index の略です。
これは、経営する企業の業況、すなわち景気が良いか
どうかについて、①良い、②さほど良くない、③悪い、
の 3 択で答えて頂くものです。日銀では、それぞれの
回答の割合が何％だったのかを計算し、①良いという
答えの割合から、③悪いという答えの割合を差し引き
して、DI という数字を作ります。たとえば、①良いが
30％、③悪いが 25％だった場合、業況判断 DI は、30
マイナス25で、プラス5になります。
　このように作成する統計なので、当然のことなが
ら、景気が良い時は高くなり、悪い時は低下します。
そして、この統計のいいところは、二つあって、一つ
はこれまで景気の状況をかなり正確に反映してきた実
績があることです。景気の良し悪し、ターニングポイ
ントをかなりピタリと当ててきています。そして、二
つ目は早いタイミングで結果が分かることです。たと
えば、今回のような12月半ば締めで実施したアンケー
ト結果は締切翌日には集計して公表します。世の中の
多くの経済統計は、調査時点から 1 か月後や 2 か月後、
モノによっては 1 年後にならないと公表されないもの
も珍しくないので、この速報性はかなり重要です。政
策を判断するときに、遅滞ない対応を可能にしてくれ
るからです。また、景気を正確に反映するという実績
は、政策判断を誤らないために、重要な特徴です。景
気を正確に反映しない統計は、誤った政策判断に繋が
るからです。現在、わが国の産業構造が変化しており、
例えば、インターネットでの買い物が増えたり、設備
投資でも研究開発の割合が増えたりして、それを統計
が捉えられていないという問題が無視できなくなって
います。GDP 統計ですら、速報と確報でプラスマイナ
スが逆になったりします。このため、政府や日銀で統
計の見直しプロジェクトが進んでいるところです。そ
うした中で、この短観の正確性は貴重なものがありま
す。というわけですので、この中にもいらっしゃる短
観にご協力いただいている企業におかれましては、大
変お手数ですが、引き続きご協力をお願いします。
　さて、資料のご説明に戻ります。まず、表紙を開い
ていただいて最新の 2016 年 12 月の福島の調査結果に
ご注目ください。そのうちの一番上の全産業の業況判
断 DI の数字をご覧ください。今回の調査の結果は、プ
ラス 12 です。同じページの一番下に目を移していた
だき同じ時期の全国の結果をみてください。プラス 7
です。すなわち、今は福島の方が全国平均より景気が
良いという結果になっています。
　実は、福島は、全国でもかなり景況感の良いグルー
プにいます。なぜでしょう。製造業と非製造業に分け
てみてみましょう。福島の製造業はプラス 6、非製造
業はプラス 15 です。全国は、製造業プラス 4、非製造
業プラス 9 です。福島が良いのは非製造業の方になり
ます。非製造業の内訳のうち、建設業の結果をご覧く
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○　調査対象企業数、回答率（％）

製造業 非製造業 合計 回答率

79 115 194 100.0

43 80 123 100.0

Bank of Japan Fukushima Branch

2016 年 12 月 14 日

日本銀行福島支店

全　企　業

うち中小企業

短観（2016年12月調査、福島県分）の要旨
―　第171回　全国企業短期経済観測調査　―

○　回答期間　　11月14日～12月13日

○　回答期間中の市場動向 （前回調査時)

為替相場（1ドル）

株式相場（日経平均株価）

 107.65～115.83円

17,668.15～19,250.52円

(100.54～103.58円)

(16,405.01～17,081.98円)

【本件に関する問い合わせ先】

日本銀行 福島支店 総務課

TEL:024-521-6353

本資料は、ホームページ（http://www3.boj.or.jp/fukushima/）にも掲載しています。

（参考）業況判断Ｄ．Ｉ．の推移
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③非製造業

福島県： 15

全  国： 9

　　（注）シャドーは景気後退期(内閣府調べ)。
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３．設備投資（除くソフトウェア）

（図表4）設備投資計画
（前年度比<％>、【 】内は前回調査比修正率<％>）

【 0.3 】

▲ 4.9 ▲ 12.0 1.1 2.1 38.0 ▲ 29.8 2.8

【 -3.4 】

8.7 ▲ 11.2 ▲ 35.8 ▲ 11.5 88.9 ▲ 46.7 ▲ 4.7

【 2.4 】

▲ 18.3 ▲ 13.3 57.7 10.6 9.2 ▲ 13.5 7.3

【 6.1 】

― 2.1倍 5.9 17.8 17.3 ▲ 12.5 ▲ 8.8

【 -0.4 】

― 2.8倍 ▲ 27.5 ▲ 29.2 65.5 ▲ 26.6 ▲ 40.1

【 9.1 】

― 27.6 82.5 60.6 ▲ 13.2 4.5 17.6

【 0.2 】

　 ▲ 1.9 0.0 5.2 5.6 4.3 5.0 1.8 　

（参考） 設備投資の足取り（福島県分＜全産業＞）

15年度
16年度
計画

福
島
県

全 産 業

製 造 業

非 製 造 業

中 小 企 業

製 造 業

非 製 造 業

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度

全
国

全 産 業

（参考）　設備投資の足取り（福島県分＜全産業＞）

（図表5）生産･営業用設備判断Ｄ.Ｉ.
     (「過剰」－「不足」社数構成比<％ポイント>）

9→12月
変化幅

12→3月
変化幅

10 11 13 15 16 +1 16 0

▲ 9 ▲ 8 ▲ 5 ▲ 7 ▲ 4 +3 ▲ 9 -5

3 4 4 3 2 -1 1 -1

▲ 2 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 3 -1 ▲ 5 -2

 17/3月
予測

福
島
県
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全
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（注）本表は、各年度の設備投資計画について、初回調査（3月調査）から実績が確定する翌年6月調査まで調査回毎の

前年比の足取り（修正パターン）をグラフにしたもの。2010年度以降は、リース会計対応ベース。

2016年度

－4－

１．業況判断

(図表1) 業況判断Ｄ.Ｉ.（福島県分） (「良い」－「悪い」社数構成比<％ポイント>､( )内は前回調査時予測)

9→12月
変化幅

12→3月
変化幅

18 10 10 12 ( 　4) 12 0 6 -6

5 ▲ 4 0 5 ( 　1) 6 +1 0 -6

繊　　維 16 0 16 33 (▲ 17) ▲ 50 -83 ▲ 50 0

食 料 品 ▲ 8 ▲ 8 ▲ 17 0 (▲ 9) ▲ 18 -18 ▲ 18 0

　はん用・生産用・
業務用機械 50 20 40 40 ( 　30) 40 0 30 -10

電気機械 ▲ 9 ▲ 18 ▲ 13 0 (   0) 14 +14 4 -10

輸送用機械 ▲ 14 ▲ 29 ▲ 14 ▲ 43 (▲ 43) ▲ 29 +14 ▲ 43 -14

26 19 18 17 ( 　6) 15 -2 10 -5

建　　設 50 38 46 46 ( 　19) 30 -16 12 -18

17/3月
予測

非 製 造 業

製  造  業

15/12月 16/3月 6月

全  産  業

9月 12月

卸　　売 13 9 0 5 (▲ 9) 4 -1 ▲ 14 -18

小　　売 13 7 7 0 ( 　7) 7 +7 19 +12

運輸・郵便 11 0 0 ▲ 11 (▲ 11) ▲ 11 0 ▲ 11 0

情報通信 ▲ 25 25 0 0 (▲ 25) 0 0 0 0

対事業所サービス 11 22 22 56 ( 　22) 22 -34 22 0

対個人サービス 0 ▲ 17 ▲ 17 ▲ 17 (▲ 17) 17 +34 17 0

宿泊・飲食サービス 29 0 14 ▲ 14 (▲ 14) ▲ 14 0 14 +28

25 14 19 21 ( 　8) 18 -3 11 -7

12 2 11 16 ( 　2) 9 -7 2 -7

32 21 24 23 ( 　12) 23 0 16 -7

(参考) 業況判断Ｄ.Ｉ.（全国） (「良い」－「悪い」社数構成比<％ポイント>､( )内は前回調査時予測)

9 7 4 5 ( 　2) 7 +2 2 -5

4 1 0 1 (   0) 4 +3 1 -3

13 11 8 7 ( 　4) 9 +2 4 -5

中 小 企 業

全  産  業

製　造　業

非　製　造　業

製　造　業

非　製　造　業

－1－

２．売上高・経常利益

（図表2) 売上高
(前年同期比<％>､【 】内は前回調査比修正率<％>)

下期

【 】【 - 】 【 - 】【 -1.1 】【 -0.7 】【 -1.5 】

0.1 ▲ 1.1 0.6 ▲ 2.6 0.1 ▲ 1.2 1.4

【 】【 - 】 【 - 】【 -2.8 】【 -1.5 】【 -3.9 】

5.9 ▲ 3.2 ▲ 1.1 ▲ 5.2 0.9 ▲ 2.8 4.6

【 】【 - 】 【 - 】【 -0.1 】【 -0.2 】【 0.0 】

▲ 3.2 0.2 1.6 ▲ 1.1 ▲ 0.4 ▲ 0.3 ▲ 0.5

【 】【 - 】 【 - 】【 0.3 】【 0.9 】【 -0.2 】

3.3 ▲ 0.6 2.5 ▲ 3.3 ▲ 2.5 ▲ 2.5 ▲ 2.5

【 】【 - 】 【 - 】【 -0.6 】【 0.0 】【 -1.1 】

4.3 ▲ 1.1 0.1 ▲ 2.4 ▲ 1.6 ▲ 2.4 ▲ 0.8

【 】【 - 】 【 - 】【 0.8 】【 1.5 】【 0.3 】

2.8 ▲ 0.3 3.8 ▲ 3.8 ▲ 2.9 ▲ 2.6 ▲ 3.3

####### 【 ―     】 【―     】【 -0.8 】【 -1.2 】【 -0.4 】

0.6 ▲ 1.3 0.0 ▲ 2.5 ▲ 1.6 ▲ 3.4 0.1

※事業計画項目については｢欠測値補完｣計数を使用 未回収先の計数調整は未実施（以下 同じ）

上期
14年度
実績

15年度
実績

16年度
計画上期 下期

非製造業

全
国

全 産 業

福
島
県

全 産 業

製 造 業

非製造業

中 小 企 業

製 造 業

※事業計画項目については｢欠測値補完｣計数を使用。未回収先の計数調整は未実施（以下、同じ）。

（図表3）経常利益
(前年同期比<％>､【 】内は前回調査比修正率<％>)

下期

【 #VALUE! 】 【 #VALUE! 】【 -1.5 】【 3.6 】【 -6.9 】

5.9 ▲ 13.8 ▲ 5.1 ▲ 21.2 ▲ 11.8 ▲ 2.7 ▲ 20.7

【 #VALUE! 】 【 #VALUE! 】【 -1.7 】【 32.7 】【 -25.6 】

2.1倍 ▲ 29.9 ▲ 27.2 ▲ 32.2 ▲ 32.1 ▲ 20.8 ▲ 42.3

【 #VALUE! 】 【 #VALUE! 】【 -1.4 】【 -1.4 】【 -1.5 】

▲ 13.5 ▲ 6.9 4.3 ▲ 16.5 ▲ 5.4 2.8 ▲ 13.6

【 #VALUE! 】 【 #VALUE! 】【 0.7 】【 0.0 】【 1.5 】

14.1 5.3 25.6 ▲ 10.0 ▲ 20.1 ▲ 21.6 ▲ 18.7

【 #VALUE! 】 【 #VALUE! 】【 4.4 】【 2.2 】【 7.9 】

▲ 2.1 34.2 24.6 51.7 ▲ 16.3 ▲ 16.5 ▲ 16.2

【 #VALUE! 】 【 #VALUE! 】【 -0.9 】【 -1.4 】【 -0.5 】

20.7 ▲ 4.2 26.1 ▲ 21.2 ▲ 21.7 ▲ 24.6 ▲ 19.4

【 #VALUE! 】 【 #VALUE! 】【 -0.1 】【 5.3 】【 -5.3 】

5.9 4.8 16.0 ▲ 5.4 ▲ 8.2 ▲ 9.4 ▲ 6.9

16年度
計画上期 下期 上期

14年度
実績

15年度
実績

福
島
県

全 産 業

製 造 業

非製造業

中 小 企 業

製 造 業

非製造業

全
国

全 産 業
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４．その他Ｄ．Ｉ．

(図表6) 需給、在庫、価格判断Ｄ.Ｉ.(福島県）
(社数構成比<％ポイント>､( )内は前回調査時予測)

9→12月
変化幅

12→3月
変化幅

▲ 22 ▲ 24 ▲ 19 ▲ 22 (▲ 25) ▲ 24 -2 ▲ 24 0

14 12 17 14 - 15 +1 - -

▲ 12 ▲ 12 ▲ 12 ▲ 8 (▲ 11) ▲ 12 -4 ▲ 12 0

14 10 10 6 (  14) 10 +4 19 +9

2 ▲ 3 0 ▲ 7 (▲ 7) ▲ 7 0 ▲ 7 0

17 8 16 5 (  13) 10 +5 19 +9

(図表7) 雇用人員判断Ｄ.Ｉ.
(「過剰」－「不足」社数構成比<％ポイント>､( )内は前回調査時予測)

9→12月
変化幅

12→3月
変化幅

▲ 27 ▲ 25 ▲ 21 ▲ 20 (▲ 19) ▲ 26 -6 ▲ 21 +5

製 造 業 ▲ 14 ▲ 10 ▲ 11 ▲ 7 (▲ 5) ▲ 16 -9 ▲ 8 +8

非 製 造 業 ▲ 36 ▲ 36 ▲ 29 ▲ 31 (▲ 29) ▲ 34 -3 ▲ 31 +3

▲ 19 ▲ 18 ▲ 17 ▲ 19 (▲ 22) ▲ 21 -2 ▲ 23 -2

製 造 業 ▲ 9 ▲ 9 ▲ 6 ▲ 8 (▲ 12) ▲ 12 -4 ▲ 13 -1

製 品 需 給 判 断
(「需要超過」－「供給超過」)

( 「 過 大 」 － 「 不 足 」 )

( 「 上 昇 」 － 「 下 落 」 )

( 「 上 昇 」 － 「 下 落 」 )

非
製
造
業

全 産 業

15/12月 16/3月

16/3月15/12月

17/3月
予測

6月

6月

12月

12月
17/3月
予測

9月

9月

販 売 価 格 判 断

( 「 上 昇 」 － 「 下 落 」 )

仕 入 価 格 判 断

( 「 上 昇 」 － 「 下 落 」 )

製
造
業

全

福
島
県

製 品 在 庫 水 準 判 断

販 売 価 格 判 断

仕 入 価 格 判 断

全 産 業

製 造 業 ▲ 9 ▲ 9 ▲ 6 ▲ 8 (▲ 12) ▲ 12 -4 ▲ 13 -1

非 製 造 業 ▲ 25 ▲ 26 ▲ 25 ▲ 25 (▲ 29) ▲ 29 -4 ▲ 30 -1

(図表8) 企業金融判断Ｄ.Ｉ.（全産業）
(社数構成比<％ポイント>､( )内は前回調査時予測)

9→12月
変化幅

12→3月
変化幅

17 18 19 21 - 22 +1 - -

25 27 26 28 - 29 +1 - -

▲ 6 ▲ 26 ▲ 21 ▲ 21 (▲ 13) ▲ 20 +1 ▲ 8 +12

13 13 14 15 - 15 0 - -

20 23 23 25 - 24 -1 - -

▲ 7 ▲ 26 ▲ 26 ▲ 20 (▲ 8) ▲ 15 +5 ▲ 2 +13

５．新卒採用

(図表9) 新卒採用計画
（前年度比＜％＞）

6→12月
修正率

6→12月
修正率

10.0 ▲ 10.4 -0.2 7.4 -1.9

製 造 業 21.9 ▲ 8.0 -1.1 ▲ 3.3 -8.5

非 製 造 業 2.6 ▲ 12.3 0.6 16.2 3.2

全
国

6.2 4.4 -2.1 7.4 0.1全 産 業

15年度
実績

福
島
県

全 産 業

金融機関の貸出態度判断

全
国

( 「 上 昇 」 － 「 低 下 」 )

借 入 金 利 水 準 判 断

資 金 繰 り 判 断

15/12月 16/3月 12月6月
17/3月
予測

9月

( 「 上 昇 」 － 「 低 下 」 )

( 「 楽 で あ る 」 － 「 苦 し い 」 )

16年度
計画

17年度
計画

福
島
県

国

借 入 金 利 水 準 判 断

( 「 緩 い 」 － 「 厳 し い 」 )

資 金 繰 り 判 断
( 「 楽 で あ る 」 － 「 苦 し い 」 )

金融機関の貸出態度判断
( 「 緩 い 」 － 「 厳 し い 」 )

国
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ださい。プラス 30 という極めて高い水準になってい
ます。福島は、建設業が引っ張っている経済という特
徴が良く出ています。これには震災からの復旧復興需
要が効いています。さて、次に、左の方に目を移して
いただき 1 年前からの変化をみてみましょう。全産業
の数字が下がっていると思います。1 年前はプラス 18
でした。今はプラス 12 です。なぜでしょう。再び、建
設業をご覧ください。1 年前はプラス 50 だったので
す。先ほど、建設業は景気が良いと申し上げましたが、
1 年前はもっとよかったのです。数字は消えています
が、その前はもっと高い数字でした。皆様もよくご存
知と思いますが、今年の 3 月に震災からの集中復興期
間の 5 年が終了しました。集中復興期間というのは、
震災からの早期復興のために、政府の財政資金を集中
的に投入してきた期間です。それが終わったというこ
とです。このため、復旧・復興のための公共工事は、
避難指示区域の国が発注する除染を除き、少しずつで
すが、減り始めています。なお、対事業所サービスの
業況の水準が高いのも復興工事関係です。
　一方、やや心配なのが製造業です。好調な業種と不
振な業種が混じっていますが、製造業全体では、非製
造業とは異なり全国とほぼ同じ水準ですし、ゼロ前後
で推移しています。これまで中国をはじめとする新興
国を中心に海外経済があまり良くなかった（言い換え
ると輸出が伸びていない）という全国共通の要因に加
え、福島の特殊要因もあります。皆さんもご記憶と思
いますが、福島県内では、昨年くらいから、エレクト
ロニクスなどで大手企業の工場や子会社の生産の縮小
や撤退が相次ぎました。当地は、製造業の発達が早い
時期に実現したこともあって、半導体や PHS など、生
産する品目の競争力がやや低下してきている気がしま
す。そうしたものは生産縮小や海外企業への売却の対
象になりやすいのも仕方ない面もあります。
　でも、福島経済の将来を考えると、これはゆゆしき
状況です。これまでのフォローウィンドがアゲンスト
に転じつつある、すなわち、建設がこれから業況を低
下させる可能性が高い中で、福島経済を支えていくた
めには、製造業に頑張ってもらう必要があるからで
す。こうした状況に対し、行政では、イノベーション
コースト構想など、ロボットや医療機器、再生可能エ
ネルギーなどの新産業の育成に力を入れています。こ
れは福島の未来のためにぜひとも成功させなくては
ならないプロジェクトです。ただし、時間がかかりま
す。復興需要が減り始めるタイミングには間に合わな
いかもしれません。そうだとすれば、福島経済を支え
るためには、これまで当地で頑張ってこられた、一つ
ひとつの製造業が、より一層力強く成長を遂げるしか
ありません。幸い、海外経済はようやく持ち直しつつ
ありますし、当地の製造業は、技術水準が高く、また、
先取りの精神に富んだ経営者の方々が大勢いらっしゃ
ることはよく存じ上げております。実際に新しい製品
にチャレンジし始めている企業も生まれています。そ
うした意味で、必ずやポスト復興需要の難局を乗り越

え、福島が力強い成長経路を歩んでいくものと確信
しております。日銀といたしましても、金融機関とも
力を合わせながら、そうした皆様の努力を金融面から
しっかりと支えていきたいと存じます。
　やや、駆け足になりましたが、私からのお話は以上
で終わらせていただきたいと存じます。短観のほかの
項目も、ご興味があれば、ぜひご覧ください。また、ご
質問があれば、ご遠慮なく、お問い合わせください。
　ご清聴ありがとうござました。
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古俣　猛 会長
　7月より半年間、皆様大変お世話様になりありがとうござい
ました。来年も宜しくお願いします。中尾根支店長のスピーチ
楽しみにしています
窪田　明 様　ビジター（三島西RC　静岡県）
　三島西ロータリークラブの窪田でございます。本日宜しくお
願いします。相良さん、昨日は大変お世話になりました
白岩康夫 会員
　昨夜「ベトナムの蓮」弦楽四重奏の演奏会が、郡山出身の指
揮者本名徹次氏の司会のもと、郡山市市民会館で行われまし
た。橘 梁盟さんの尺八とコラボレーションが大好評であった
とのことです。同じ演奏会が今晩6時30分から福島テルサで開
催されます。
相良元章 会員
　本日、三島西ロータリークラブより窪田様がメークアップに
いらっしゃいました。私の業界の先輩であり個人的にも大変お

世話になっている方です。宜しくお願いいたします。
安藤錬雄 会員
　誕生日最高齢という、あまり長生きは良くないと思うが皆さ
ん宜しくお願い致します。
加藤義朋 会員
　後藤造園様に蓬莱の別宅植木をきれいにカットしていただ
きました。感謝です。
後藤忠久 会員
　安藤錬雄会員のますますのご健康をお祈り致します。
───────────────────────────
他クラブ会員より／佐藤良智／児玉健夫／佐藤武彦／森岡幸
江／氏川守義／丹治正博／安藤健次郎／佐藤英典／勝見浩二／
本保 晃／増子 勉／田沼紀美子／反後太郎／佐藤美奈子／安斎
圭一／土屋敦雄／八子英器／靏丸直久／小原 敏／茂田士郎／
信国一朗

ニコニコBOX報告　 〈報告〉氏川守義 小委員長 本日のニコニコBOX投入額　28件　¥58,000   累計  ¥1,353,000

例会変更のお知らせ
●福島東RC 16日（金）の例会は、クリスマス家族夜間例

会、福島西RC 19日（月）の例会もクリスマス家族夜間
例会、福島北RC 20日（火）の例会もクリスマス家族会
にそれぞれ午後6時30分開会と変更しておりますので
お知らせ致します。

●当福島RC次週22日（木）は「年忘れ家族会」午後6時
30分より辰巳屋となります。

　ご確認の上、出欠のご返答お忘れの方はお知らせ下さい。

その他のお知らせ
●去る12月12日全会員に、新会員推薦発表をFAXにてお

知らせしております。ご確認頂きたく宜しくお願い申し
上げます。ちなみに被推薦者は、NOK㈱福島事業所の矢
野武臣様です。

幹 事 報 告
私のひとこと 加藤　裕司 会員

　先日急に私の従兄弟（父の弟の息
子）から連絡があり「今度、新潟アル
ビレックスの監督就任が決まったか
ら福島で一緒に又食事ができるよ」
という話でした。また食事が出来る

よとは、従兄弟は実は元ヤクルトスワローズのピッ
チャーで、あの松井秀喜が最も苦手とした松井キラー
加藤博人です。左手から繰り出す肩口からのカーブは
見事でした。そして、新潟アルビレックスとはご存じの
通り野球のBCリーグで福島ホープスと同じグループ
で戦うチームです。福島ホープスの監督は岩村明憲監
督です。
　この二人には共通点が有ります。岩村監督も元ヤク
ルトスワローズの選手であり、二人ともあの野村克也
監督の教え子であるという事です。私も博人と話しを
して良くわかりましたが、実は今のプロ野球と言うよ
り野球界全てがいわゆるID野球その野村監督の教えを
受けた選手たちが支え活躍しているという事です。
　私も大好きで購入しましたが野村ノートという本が
有ります。この原点になったのが野村監督時代ヤクル
トスワローズで適時頻繁に行われた「ミーティング」の
時に選手達が書き留めたノートが野村ノートであり、
それを宝にし皆努力し今があるそうです。私も博人に
大学ノート2冊分を借りてコピーを取らせてもらいま
した。成程びっくりする内容ばかりでした。野村の戦
術論は勿論ですが、最も重要な事。
　人とは、人生とは、生きる事とは、幸福とは、細かく
考えを考え方をミーティングされています。
　私のひとことを書かせて頂く事によってまた興味が
湧き時間を見つけて読みたいと思いました。私の宝物
の一つです。
　博人から聞いたままを言いますと、このミーティン
グにおいて、全くノートを取らず真面目に聞いている
周囲の選手にいたずらをしていたのはあの国民的スー
パースターの息子さんだった様です。

表 彰 伝 達

誕 生 祝 い

●安藤健次郎 会員（ポールハリスフェロー　ピン＋4）

●土屋　敦雄 会員（ポールハリスフェロー　ピン＋3）

●右近　八郎 会員（ポールハリスフェロー　ピン＋2）

●安藤錬雄 会員 へ
   誕生祝い花束贈呈

大正14年12月16日
（満91才クラブ最高齢者
としてのお祝い）
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